
わたなべ美穂
後援会会長挨拶

新年あけましておめでとうございます。
清 し々い年明けをお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、わたなべ美穂の選挙に際し、皆様方の多くのご支援を賜りました
こと、心より御礼申し上げます。
お蔭をもちまして、太宰府始まって以来初めての女性県議を誕生させる
ことが出来ました。
わたなべ美穂は３回の定例議会で一般質問を行い、予算特別委員会にお
いても積極的に関わり、お約束した通り議会ごとに報告書を皆様にお届け
しております。また、ご意見やご要望についても出来る限り応えるなど、県
政を身近に感じられるよう日々頑張っております。今年も皆様からのご期待
に応えられるよう、後援会一丸となって議員を応援して参る所存です。
本年も素晴らしい一年となりますよう、心からご祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。
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冷水有料道路は筑豊地区と県南地区を結ぶ産業道路として、1987年に福
岡県道路公社が供用を開始しました。冷水道路の整備費総額約186億円
は通行料収入から返済していますが、不足する額約68億円については、
この10年間、県費から分割負担返済されました。その結果、本年5月15日
から完全無料化が実現します。

5月15日から

冷水道路が無料化！

セミナー内容
■出産・子育て応援セミナー
　日時　平成28年２月20日（土）

14時～２時間程度（受付開始13時30分～）
　会場　子育て支援センター
　内容　将来の妊娠・出産・子育てについて「子育ての
ポイント」「子どもたちの魅力」「子育て支援の活用
術」などを知ってもらい、子ども・パートナー・保護者
等とのコミュニケーションについて学びます。

■結婚応援セミナー
　日時　平成28年１月29日（金）

19時～２時間程度（受付開始18時30分～）
　会場　いきいき情報センター
　内容　婚活に興味があっても、いざスタート！となる
と何から始めていいかわからないと言う方がほとん
どです。どうしようかな？・・・と初めの一歩がなかなか
踏み出せない方を、ワークショップを取り入れながら
フォローする「結婚応援セミナー」です。

〈福岡県ライフデザインセミナー〉独身男女ならどなたでもご参加いただけます。
＊参加無料　各定員30名
＊申込用紙は太宰府市ホームページからもダウンロード可能です。
（ホームページ内で「ライフデザインセミナー」と入力して検索）

太宰府市で結婚・子育て応援セミナー開催！



地 域 訪 問

「皆さんの声をお聞かせください！」

美穂が行く！美穂が行く！

市民の皆様から県政に対する様々なご意見をい
ただいておりますが、特に県道のような地域が限
定される問題については、各自治会との連携が欠
かせません。その必要性を自治会長の皆様にご説
明し、連絡先の相互共有を行いました。これから
更に自治会との連携を深めながら市民生活の向上
を図っていきます。

年末行事である餅つきに参加し、私も餅のつき
手に加えていただきました！その後つきたてのお
餅を食べながら、皆さ
んのご意見を伺いま
した。
皆さんから勧められる
まま、またつきたての
お餅が大変おいしかっ
たため、午前中だけで
11個も食べてしまい、
その日は、食べ過ぎで
苦しんでいました。

校区別自治協議会すべてを訪問!

自治会の餅つきに参加

昨年８月に実施した市議会議員の皆様との意見交換会
の２回目を、12月21日に市議会全員協議会室で行いま
した。前回より多い14名の議員の皆様にご出席をいた
だき、県政で太宰府市にかかわる事項について、資料
を提供し意見交換を行いました。

第２回市議会との意見交換会開催

〒818-0125　太宰府市五条 3-4-38
わたなべ美穂 事務所あなたとつなぐ県政

電話：092（918）1121　FAX：092（918）1128 

福岡県の子どもの貧困率は23％と全国平均を上回っています。生活保護世帯の大学進学率は全国
平均を下回る18.3％しかなく、大学進学を断念する子どもたちが多数存在します。
現在、日本の大学生向け奨学金のほとんどが貸与型＝借金型の制度です。日本学生支援機構の奨
学金制度（下図）では、長い場合20年にわたる返済義務が生じます。経済基盤が安定していない家
庭では子どもに借金をさせることに抵抗や不安を感じる方も多く、子どもも親の立場を考慮し進学
をあきらめるケースが増えている現状をふまえ、給付型奨学金制度の提案を行いました。
それに対して知事は、家庭の経済状況が大学進学に影響を与えることはあってはならないとしなが
ら、給付型の奨学金には多大な財政
が必要であるため実施は困難である
という見解を示しました。しかし、今回
の質問を受けて、これまで決まってい
なかった担当課が決定しました。今後
は執行部も一緒に研究を進めながら
引き続き取り組んでいきます。

大学生向け給付型奨学金制度の
創設を提案

12月議会報告

50,000円 2,400,000円 13,874円
80,000円 3,840,000円 16,855円
100,000円 4,800,000円 21,069円
120,000円 5,760,000円 25,282円

180回（15年）

30,000円 1,440,000円 9,557円 156回（13年）
貸与月額 貸与総額 返還月額 返還回数（年数）

240回（20年）
240回（20年）
240回（20年）
※年利0.5％の場合

待ってる
ワン！


